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東鳴尾工区堤防強化工事始まる（浸透対策矢板打ち） 

 

尼崎東工区堤防強化工事（伐採予定のアキニレ） 

 

21.25 号台風以降の出水で土砂堆積が進んだ仁川合流点 

 

頑張って作った隠れ家も流れが変わり水面上に顔出した。 

 

水制工上の柳に引っ掛ったヨシ屑がヌートリアのベットに 

 

出水で川底の汚れが流され小魚が集まぅた仁川合流点 

河川工事期間に入り各所で河川改修工事（29 年度工事箇所）が始まった。主たる工事は堤防強化工事で具体的には

矢板打ち工事である。南部橋架け替え工事仮設橋建設が始まり武庫川下流部の阪神橋梁付近と南部橋付近の問題箇所

の改修工事と右岸の浸透対策工事と相まって潮止堰撤去工事推進環境が整ってきたようである。 

浸透対策工事や堤防強化工事に伴い工事の邪魔になる樹木伐採が始まったが、殆どが成長が早く強風で倒れたり折れ

たりするアキニレで一時的に景観は変わるだろうが、数年もすれば元に戻ると思われる。東鳴尾工区では伐採される

松がありそうでチョット気がかりにはなる。しかし空洞の目立つ松も垣間見られ伐採すべき危険な松もある。工事現

場を覆うフェンスの川寄りの高水敷が丁度拡幅区間に相当しておりこの区間の松は伐採されることになるのであろ

う。改修工事が進まない内に景観保存（写真・樹木調査記録）して武庫川の記憶遺産にしたい。 

台風に伴うチョットした出水で柳枝に引っ掛かったにヨシ屑がヌートリアの寝床になり、川底の汚れが洗い流され、

奇麗になった溜まりに小魚が群れ、モクズガニが這い回る。チョットしたことが生息環境に敏感に反応する。 


